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研究の概要

・無線通信における信頼性向上、高速伝送の実現、周波数利用効率の向上
- ターボ符号・LDPC符号の構成と、復号の効率的な実現
- 反復復号法と信号処理との融合（ターボ等化など）

・ストレージ装置に適した高符号化率の符号構成と、その効率的な復号法の開発
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移動通信では、信号が複数の経路を通して受信されたり、雑音が加わることが要因と
なり、通信品質が劣化してしまう現象が頻繁に起こる。「誤り訂正符号」とは、受信
された信号から、送信者が送った情報を正しく復元するための技術であり、ディジタ
ル通信の信頼性向上に大きな役割を果たしている。今後通信速度が高まるにつれてそ
の重要性はさらに大きくなると考えられている。

当研究室では、従来の手法と比べて誤り
訂正能力が大幅に優れている「ターボ符
号」や「低密度パリティ検査（LDPC）符
号」を主たる対象として研究活動を行っ
ている。移動通信やストレージ装置での
実用化に適した符号の構成法、処理量が
少ない復号法や信号処理との統合に関す
る検討を通して情報通信システムの信頼
性向上に寄与することを目指している。


